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＜連絡事項＞
・当直と日直の変更です。
1/11(土）当直　坪野Dr→馬渡Dr
1/12(日）日直　坪野Dr→馬渡Dr 

・東病棟より2名(稲荷様、尾崎様)転入候補に上がっています。
・病院で購入した楕円型枕ですが、自動洗濯機不可の為、汚染時には手洗いお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・川嶋　啓子様～左眼の充血あり。主治医へ報告し、レボフロキサシン点眼液処方あり。
・小笠原　芳郎様～点滴内容変更あり、3日分処方。抗生剤3本/日→2本となっています。
・大澤　廣子様～右頭頂部に1.5㎝×1.5㎝の浸出液、発赤、掻痒感あり。創部外側は痂皮化している。主治医へ報告し、保清してゲンタシン軟膏塗布の指示。
＜要注目患者様＞

・中村　隆　様～バイタルサインの異常なし。適宜、吸引施行し淡黄色痰多量に除去しています。浮腫著明で左側背部の褥瘡は改善傾向、踵部からは浸出液あり。覚醒状態は良好です。
・小笠原　芳郎様～バイタルサインの異常はなし。酸素2L流入し酸素飽和濃度の低下なし。体動活発で点滴自己抜去あり刺し替え施行。その後は声掛けにて安静保てています。
・中市　正治様～朝昼ともに拒否なく服薬できています。嘔気の訴えあるも、嘔吐なし。
・小舘　アツ子様～陰部の腫脹、出血なし。疼痛の訴えはありません。
・阿部　和美様～夜間浅眠。食事の際に盗食しようとする行動が見られ、見守り介入を要しています。表情の険しさありますが易怒性なし。

・宮崎　榮子様～昨日、易怒性が顕著に見られていましたが、本日は時折、声を荒げる事もありますが、過度とはならず。
・三輪　一浩様～夜間不眠で経過。日中も傾眠する事なく過ごしています。
・本堂　秀夫様～夜間不眠で経過。ベッドから降りようとする事あり、車椅子に移乗して過ごしています。
・服部　英喜様～夜間眠剤の希望あり。昼夜逆転している為、日中の活動を促しています。

＜事故報告振り返り＞
・苫米地　伊登子様～12月4日(水)23：00ラウンド時に詰所前のトイレから「助けて」と
聞こえ、確認すると右側臥位で横たわっている。右眉尻裂傷。
【対策】

・離床センサー設置する。
・オムツ交換に回る前に、一部介助者のトイレ誘導を行う。もしくは、2名でそれぞれ
C・Dに分かれて端から中央に向かってオムツ交換を行うか検討する。
・小笠原　聖八様～12月24日(火)1：50物音がし、訪室するとベッド脇に右側臥位で倒れている。「ベットから落ちた。」と話す。右腰部と側頭部をぶつけたと話すが、外傷なし。右肩付け根に疼痛あるが、前から痛いと話す。
【対策】

・ラウンドの徹底。

・ベッド柵が足元に置いてあり、使用していなかった。片柵を使用する。
・ベッド上での臥床位置に注意する。

